
教育目標：なかまとともに、進んで学び、たくましく、思いやりのある子どもの育成
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今年度から、出席番号や整列順などが、「男
４月１２日に入学式が行われ、４７名の新 女混合」になりました。これは、人権意識の

入生をお迎えしました。これで、細野小のす 向上や男女共同参画社会の推進の一助として
べての子どもたちがそろい、平成３０年度が 取り組むものであり、小林市のほとんどの小
始まりました。 中学校で実施されます。
私たち２４名の教職員は、「チーム細野小」 先日の始業式では、「男の子らしくや、女

として心を一つにし、子どもたち一人一人が の子らしくではなく、自分らしく一人一人が
輝き、夢や希望を持って学べる学校となるよ 輝いてほしい。お互いに思いやりを持って生
う全力を尽くしてまいります。 活しましょう。」という話をしました。
どうぞ１年間よろしくお願いいたします。 本校では、男女混合名簿だけではなく、道

徳をはじめとした各授業や様々な活動を通し
て、教育目標にある「思いやりのある子」の

昨年度、本校は地域の方々と連携して学校 育成に努めてまいります。
図書館を解放する事業を行いました。本年度
も家庭や地域との連携・協働をさらに推進
し、子どもたちや地域の皆様にとりまして、 新燃岳・硫黄山の火山活動が継続していま
よりよい教育環境を構築してまいります。 す。細野小は新燃岳火口から10km以上離れ
４月２日には、小林市教職員新任式が文化 ていますが、常に災害への備えが必要です。

会館で行われました。その際、細野地区の読 登校の際は、ヘルメットとマスク着用につい
み聞かせグループ「ママーズ」の皆さんと本 て確認をお願いいたします。
校児童（ミニママーズ）、そして地域の方々 なお、噴火以外にも、交通事故や事件など、
が絵本の読み聞かせを披露してくださいまし 子どもたちの身の回りには多くの危険があり
た。新しく小林市に来られた先生方は、「こ ます。そのような時に必要となるのが「自分
れが学校と家庭、地域が一体となった教育の の安全は、自分で守る」という危機回避能力
姿だ」と感想を述べられていました。 です。「登下校中に噴火をしたらどうする？」
参加していただいた皆さん、ありがとうご 「横断歩道を渡るときに車が近づいてきたら

ざいました。 どうする？」など、日頃から安全意識を高め
るような会話をお願いいたします。

▲

これからの主な行事（５月末まで） ▲

４月20日～５月１日 家庭訪問
４月22日 参観日・PTA総会
４月27日 振替休業日
５月 9日 ２年生春の遠足
５月10日 ４年生社会科見学
５月15日 ６年生春の遠足
５月16日 １年生・３年生春の遠足
５月24日 避難訓練・引き渡し訓練（噴火）

児童２７２名、教職員24名で
平成３０年度がスタートしました
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